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外国人児童生徒等の教育の充実に関する有識者会議（第６回） 



 
 

■発達障害情報･支援センター webサイト http://www.rehab.go.jp/ddis/ 

・正確でエビデンスのある情報の     
 収集および整理 
 
・発達障害に関する研究情報、 
 イベント情報の収集および整理 

 
・有識者、研究者等を招集し、 
 情報分析会議で検討 
 
・記事の執筆及び定例会議にて    
 ウェブサイト掲載記事の確認 
 

・ウェブサイト運営 
     （週１回更新） 
 

・全国の発達障害者支援センター   
 等への情報提供 

情報収集 

・発達障害臨床セミナーの 
 開催 
・世界自閉症啓発デー日本 
 実行委員 
・国研修の企画、立案 
・全国合同会議の主催 

・地域の困難事例の把握と 
 支援の協働 
 
・好事例の情報収集 
 
・地域における研修会の  
 企画、開催 

・厚生労働省、外部専門家と  
 連携して自治体を訪問 
 

・発達障害支援体制の整備、 
 構築を支援 
 

・自治体の好取組事例を情報 
 収集 

情報分析 情報発信 

 
・国立のぞみの園 
・発達障害者支援センター 
・発達障害教育推進センター 
 

連携 

・厚生労働科学研究 
・AMED 
・東日本大震災の 
 被災地での調査等 

調査・研究 

自治体訪問 普及・啓発 地域支援推進 

発達障害に関する国民の理解を
促進し、発達障害のある人たち
が自信や誇りをもって生活でき
るように、信頼のおける情報を
提供するとともに、様々な形で
の間接支援を行っています。 

 
・ﾄﾗｲｱﾝｸﾞﾙ･ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄの実現 
・教育分野と福祉分野の 
 コーディネート 
 

教育・福祉連携推進 



当事者団体等 

研究者 

有識者 

厚生労働省 

専門職の確保
学会、研修会
等での伝達 

地域格差
の解消 

発達障害情報分析・発信システム    

情報分析会議 

 外国にルーツをもつ
発達障害児と家族への

支援 

作業部会 
（別テーマ） 

作業部会 
（別テーマ） 

当事者 
ご家族 
支援者 
専門家 

     等 
支援の質的・
量的向上 

平成28年度の発達障害者支援法改正に伴い、国の役割として①国民への普及・啓発②専門的知
識を有する人材確保③調査研究の3点が要請されている。全国の研究者、団体等と連携し、3点に
有用な情報を収集・分析しエビデンスに基づく最新情報を発信する。 
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支援事業（自治体訪問） 



外国にルーツをもつ発達障害児とその保護者への支援について 
現状 
・近年の時代の変化に伴い、支援が必要な外国にルーツをもつ発達障害児とその家族は今後さらに増加することが想定される。 
・各地の拠点機関である発達障害者支援センター等における対応状況等については、これから整備を進めるところが多い。 
・外国人保護者に対して、発達障害の基本的内容や国内で利用できる社会資源等に関する情報提供を行う体制が不十分。 

外国人保護者向け多言語版パンフレット作成 
【想定している対象】 

 ・日本で子育てをしている外国人保護者（特に子どもの発達について心配なことがある方）および支援者。 

【主な内容】発達障害に関する基本的な内容、利用できる社会資源等 

【作成物】・パンフレット冊子（22頁） ・リーフレット（A４用紙２枚） 12言語版                                      完成しました！ 

 「お子さんの発達について心配なことはありますか？～日本で子育てをする保護者の方へ～」     
  原案［やさしい日本語版］［英語］［中国語］［スペイン語］［ポルトガル語］［タガログ語］ 

    ［韓国語］［ベンガル語］［インドネシア語］［ベトナム語］［ネパール語］［ミャンマー語］  

                                                      ※ 森山ますみ氏（国際医療福祉大学）の研究班による翻訳・監修協力      

  ※［やさしい日本語版／テキスト版 ］追加（音声読み上げソフト対応） 

目標：外国にルーツをもつ発達障害児や保護者にも適切な支援が届くよう、必要な福祉・教育情報等を提供する。 

パンフレット周知・活用推進へ 
 
・全都道府県・指定都市の発達障害福祉主管課、発達障害者支援センター、  
 保健所へ見本冊子の送付 
・厚労省より事務連絡発出（5/10） ・文科省より事務連絡発（5/27） 
・月刊「母子保健」事務連絡（6月号）/記事掲載（10月号）・新聞等 自治体等での活用事例等

のヒアリング 

情報分析会議
（作業部会） 

改訂の必要性の検討 活用状況等調査 
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情報分析会議
（作業部会） 

パンフレット原案
作成 



平成29年度厚生労働科学研究費補助（障害者総合研究事業） 
「発達障害児者等の地域特性に応じた支援ニーズとサービス利用の実態の把握と支援内容に関する研究」 

研究代表者 本田 秀夫 

分担研究 「外国にルーツをもつ障害のある子どもの実態と支援に関する研究」  
髙橋 脩氏 （豊田市福祉事業団理事長・児童精神科医） 

【研究要旨】  

  外国にルーツをもつ障害のある子の実態と今後の支援課題を明らかにするため、3調査（アン 

 ケート調査、支援関係者のヒアリング調査、小学校への訪問調査）を行った。生活文化の違いに    

 よる支援上の問題、親とのコミュニケーションバリア、発達評価の困難性等が明らかになった。 

 今後の支援課題をまとめ、提言を行った。 

【提言】  

○目標：日本人と異なり、障害によるバリア・困難性に加え、異文化の中で育ち暮らすことのバリア・   

 困難性が加わること（２つのバリア・困難性）の認識の周知とその解消  

○当面の具体的提言： 

 ・発達障害者地域支援協議会等での周知と課題化 

 ・各国語版の契約文書、障害啓発冊子、福祉・教育情報等の提供 

 ・支援方法の研究・開発、研修の実施 

 ・通訳者等の確保、通訳者等に対する発達障害支援研修の実施 

 ・外国にルーツをもつ障害児の発達評価法の研究・開発 

 ・出身国（開発途上国含む）の現地情報集約システムの確立・定期更新、関連情報を含む発信 

  （ナショナルセンターの設置） 

 ・バイリンガル心理士の確保 

 ・予算的対応（通訳加算、外国人給食指導加算） 

 ・外国にルーツをもつ障害児の有病率の把握 5 



実態調査の結果概要 
「外国にルーツをもつ障害児および家族への支援状況等について」 
 

 

【対象】全国都道府県・指定都市に設置されている発達障害者支援センターおよび地域支援マネジャー 
    配置事業所 
【実施期間】平成30年8月～9月 

【回収数】169（センター87ヶ所、地域支援マネジャー配置事業所82ヶ所） 

      センターからの回収率：100％ 

【結果】 

○外国にルーツを持つ発達障害児ケースへの相談対応について、全国のセンターと地域支援マネジャー 

 がこれまで対応した件数は計1,927件。 

○相談対応の経験を有するセンターは6割。そのうち4割弱のセンターでは実際の対応件数は10件未満で 

   あった。一方、対応件数100件以上のセンターが4箇所あった。 

○主な相談内容： 

 発達障害の特性や対応方法に関すること … 発達障害かどうか、集団参加や適応の問題、保護者との 

  課題意識共有の難しさ、子育て観の違い、家族間コミュニケーションの問題等、 

 社会資源や情報提供に関する相談…福祉サービスや制度、医療機関に関する問合せ等 

○受入体制の整備（外国語対応、通訳、外国語対応の支援情報提供）については、大半のセンターが 

 「必要性を感じているが難しい・検討中」であった。 

○支援を行う上で課題となっていること（多い順）： 

 「言語コミュニケーションの問題」「発達評価・アセスメント」「子育てに関する考え方や文化の違い」 

○施設として、今後、対策が必要だと考えられること（多い順）： 

   「利用できる社会資源等に関する情報収集」「説明用資料の多言語化」 「通訳の確保」 

○地域での検討状況（発達障害関連会議等での検討）：「あり」1割弱、「なし」9割 



パンフレット・リーフレットの作成  

※リーフレット（A４用紙2枚） 

※パンフレット（A４版22頁） 

【パンフレットの主な内容】 
－ 例えばこんなことはありませんか？ 

  （3歳まで／3歳～小学校入学まで） 

  － 市区町村が行う健康診査を受けましょう 
    － 相談をしましょう 
      － 発達障害とは 
        － 病院について  
          － 障害者手帳について 
            － 参考情報など 



ツイッター 
平成25年3月より、ツイッターを新
設しています 

アクセシビリティへの対応 
●「文字のサイズ」の変更 
●「表示色」の変更 
●音声読み上げ 
●ひらがな 

世界自閉症啓デー 
毎年4月2日は 
世界自閉症啓デーです 

災害時の発達障害児･者支援につ
いて 
被災地での発達障害児・者の支援
方法についての資料をまとめてい
ます 

新着情報 
毎週木曜日に最新情
報をお届けします 

コンテンツのご案内 
●発達障害に気づく 
●こんなとき、どうする？ 
●発達障害を理解する 
●発達障害を支える、さまざまな 
 制度・施策 
●日本の取り組み・世界の動き 
●相談窓口の情報 
●発達障害に関する資料 

ライフステージ別入り口 
●乳幼児期 ●学童期 
●思春期 ●青年・成人期 

利用者別入り口 
●はじめての方へ 
●ご本人・ご家族の方へ 
●支援者の方へ 

発達障害情報･支援センターウェブサイトでは、発達障害情報･支援センターで収集・分析した、正確かつ 
信頼ある情報を、各ライフステージにおいて、さまざまな立場の方に利用しやすい形で提供しています。   

発達障害情報･支援センターウェブサイトについて 
 http://www.rehab.go.jp/ddis/ 

サイト内検索 
キーワードによる検索で簡単・便利
に知りたい情報の検索が可能です 

 
お知らせ 
●イベント・研修会情報 
●パンフレット 

関連施設リンク集 

調査協力や、重要なお知らせ
などを掲載しています。 
 

外国人保護者向けパンフレット 
「お子さんの発達について心配
なことはありますか？～日本で
子育てをする保護者の方へ～」 



パンフレットの活用等を通して 
○各自治体での啓発の取組を推奨 
…都道府県等での啓発→市区町村への周知/配付、 

 発達障害者支援センターHPへの掲載。 

 世界自閉症啓発デー・発達障害啓発週間等での配付  

 （石川県、名古屋市、沖縄県）、県内の各児童相談所で 

 の情報共有および活用（神奈川県）、発達障害者支援 

 地域協議会で各課との情報共有（愛知県）、発達障害 

 診療の医療機関リスト整備での取組（沖縄県）。 
 

○より幅広い分野等への情報発信 
…既存のDB等への収載 

・文部科学省サイト「かすたねっと」、自治体国際化 

 協会 クレア「多文化共生ツールライブラリー」収載 

・｢日本で暮らす外国にルーツをもつ子ども･子育て 

 支援サイト｣収載予定（日本で暮らす外国にルーツをもつ 

 子どものEarly Childhood Development 推進研究会／代表  

 森山ますみ氏）※年内完成予定 

…日本社会福祉士会、中小企業家同友会への周知 
 

○多言語音声翻訳アプリ等のICT活用提案 
         VoiceTra ［開発］NICT 

        （国立研究開発法人情報通信研究機構） 
 

           31言語に翻訳できる無料アプリ  
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